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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーンゴムシートの少なくとも一方の面に耐熱性樹脂フィルムがシリコーン接着剤
を介して接着されてなる複合シートであって、前記シリコーンゴムシートが、（Ａ）平均
重合度が２００以上のオルガノポリシロキサン１００重量部、（Ｂ）水分を除いた揮発分
が０．５重量％以下であるアセチレンブラック０～１５０重量部、（Ｃ）銀粉、銅粉、鉄
粉、ニッケル粉から選択される少なくとも１種の金属粉、亜鉛、マグネシウム、アルミニ
ウム、珪素、鉄から選択される少なくとも１種の酸化物、ホウ素、アルミニウム、珪素か
ら選択される少なくとも１種の窒化物、並びに珪素の炭化物及び／又はホウ素の炭化物か
ら成る群の中から選択された少なくとも一種の熱伝導性付与物質９０～１,６００重量部
、及び、（Ｄ）硬化剤からなり、前記（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計量が９０～１,６０
０重量部であるシリコーンゴム組成物を成形してなる、１５０℃で３時間加熱した時の揮
発分が０．２重量％以下のシートであることを特徴とする耐熱熱伝導性シリコーンゴム複
合シート。
【請求項２】
　（Ｂ）成分が１０～１００重合部、（Ｃ）成分が９０～１，２００重量部、（Ｂ）成分
と（Ｃ）成分の合計量が１００～１，３００重量部である、請求項１に記載された耐熱熱
伝導性シリコーンゴム複合シート。
【請求項３】
　前記シリコーンゴムシートが、更に、（Ａ）成分１００重量部に対して０．１～５重量
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部の酸化セリウム粉末を含有する、請求項１又は２に記載された耐熱熱伝導性シリコーン
ゴム複合シート。
【請求項４】
　前記耐熱性樹脂フィルムが、ガラス転移温度が２００℃以上である樹脂フィルム叉は融
点が３００℃以上のフッ素樹脂フィルムから選ばれる耐熱性樹脂フィルムである、請求項
１～３の何れかに記載された耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シート。
【請求項５】
　前記耐熱性樹脂フィルムの厚さが５～３００μｍの範囲である、請求項１～４の何れか
に記載された耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シート。
【請求項６】
　複合シートとしての全体の厚さが０．１～１０ｍｍの範囲である、請求項１～５の何れ
かに記載された耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シート。
【請求項７】
　前記耐熱性樹脂フィルムが熱伝導性粉末を含有する、請求項１～６の何れかに記載され
た耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シート。
【請求項８】
　前記熱伝導性粉末が、カーボンブラック、酸化アルミニウム、酸化マグネシウムから選
択された少なくとも１種の粉末である、請求項７に記載された耐熱熱伝導性シリコーンゴ
ム複合シート。
【請求項９】
　熱圧着用シートとして使用される請求項１～８の何れかに記載された耐熱熱伝導性シリ
コーンゴム複合シート。
【請求項１０】
　（Ａ）平均重合度が２００以上のオルガノポリシロキサン１００重量部、（Ｂ）水分を
除いた揮発分が０．５重量％以下であるアセチレンブラック０～１５０重量部、（Ｃ）銀
粉、銅粉、鉄粉、ニッケル粉から選択される少なくとも１種の金属粉、亜鉛、マグネシウ
ム、アルミニウム、珪素、鉄から選択される少なくとも１種の酸化物、ホウ素、アルミニ
ウム、珪素から選択される少なくとも１種の窒化物、並びに珪素の炭化物及び／又はホウ
素の炭化物から成る群の中から選択された少なくとも一種の熱伝導性付与物質９０～１，
６００重量部、（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計量９０～１,６００重量部、及び（Ｄ）硬
化剤からなるシリコーンゴム組成物をシートに成形し、これを１５０℃以上の温度で加熱
して揮発分を除去した後、シリコーン接着剤を介して耐熱性樹脂フィルムを貼り合せるこ
とを特徴とする、請求項１～９の何れかに記載された耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シ
ートの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は耐熱熱伝導性複合シートに関し、特に、積層板やフレキシブル基板を成形する際
の熱圧着シートとして、或いは液晶ディスプレイ等の電極の接続に用いる異方性導電膜用
熱圧着シートとして好適な耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シート、及び、その製造方法
に関する。
【０００２】
【従来技術】
　熱伝導性電気絶縁材料としては、従来から、シリコーンゴムに酸化ベリリウム、酸化ア
ルミニウム、水酸化アルミニウム、酸化マグネシウム、酸化亜鉛等の粉末を配合したもの
（特開昭４７－３２４００号参照）やシリコーンゴムに窒化ホウ素を配合し網目状の絶縁
材で補強したもの（実開昭５４－１８４０７４号参照）等が知られている。これらは、パ
ワートランジスタ、サイリスタ、整流器、トランス、あるいは、パワーＭＯＳやＦＥＴ等
の発熱性部品の放熱絶縁材料として既に使用されている。しかしながら、このような材料
を２００℃以上の高温条件下で使用すると熱伝導性付与剤中の不純物やｐＨの影響により
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、シリコーンゴムが劣化するという欠点があった。
【０００３】
一方、プレス成形機を用いて積層板、或いはフレキシブルプリント基板を成形する際のシ
ートや、液晶ディスプレイの電極端子部と駆動回路が搭載されたフレキシブルプリント基
板の接続に用いる異方性導電膜を圧着機で熱圧着する際のシートとして、上記の熱伝導性
電気絶縁シートが用いられている。例えば、特開平５－１９８３４４号にはシリコーンゴ
ムに窒化ホウ素を配合しガラスクロスで補強したものが開示されており、特開平６－３６
８５３号には、シリコーンゴムに窒化ホウ素と導電性物質を配合し、ガラスクロスで補強
して帯電防止性を付与したものが開示されているが、これらの場合にも、高温条件下では
同様にシリコーンゴムが劣化するという欠点があった。
【０００４】
特に最近においては、フレキシブルプリント基板や異方性導電膜の材質が高温成形タイプ
に変わり、さらに圧着サイクルを短縮して生産性を向上させるために成形温度が上昇して
きており、熱伝導性電気絶縁材料としてのシリコーンゴムシートの耐熱性と熱伝導性が重
要になっている。そこで、特開平７－１１０１０号公報には、熱伝導性付与剤として、水
分を除いた揮発分が０．５重量％以下であるカーボンブラックを用いることにより、３０
０℃以上で使用可能な耐熱性と良好な熱伝導性を有するシリコーンゴムシート単体が提案
されている。
【０００５】
しかしながら、この熱伝導性電気絶縁シートはシリコーンゴムシート単体であるために強
度が不足しており、連続使用した場合には破壊する恐れがある。またシリコーンゴムの粘
着性により圧着後にシートが加圧ツールや被圧着体に貼り付き、作業性が非常に悪くなる
という問題があった。更に、３００℃以上の高温で使用した場合には、シリコーンゴムシ
ートに揮発分が存在すると液晶ディスプレイの電極端子部と駆動回路が搭載されたフレキ
シブルプリント基板の接続に用いる異方性導電膜を圧着機で熱圧着する際に、電極端子部
及び起動回路の汚染が生ずるという欠点があった。このような弊害を避けるために、高温
でシートを加熱処理することが一般的に行われているが、樹脂フィルムとの積層シートを
、１５０℃以上の高温で加熱すると、ゴムの収縮によりシートに反りが発生し、作業性が
著しく悪くなるという欠点があった。
【０００６】
　そこで本発明者等は、良好な熱伝導性を有すると共に充分な強度があり、また、ゴムの
粘着性による加圧ツール等への密着がなく作業性の良い耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合
シートについて鋭意検討した結果、水分を除いた揮発分が０．５重量％以下であるアセチ
レンブラックと、銀粉、銅粉、鉄粉、ニッケル粉から選択される少なくとも１種の金属粉
、亜鉛、マグネシウム、アルミニウム、珪素、鉄から選択される少なくとも１種の酸化物
、ホウ素、アルミニウム、珪素から選択される少なくとも１種の窒化物、並びに珪素の炭
化物及び／又はホウ素の炭化物から成る群の中から選択された少なくとも１種の熱伝導性
付与物質を特定の割合で配合したシリコーンゴムシートに、シリコーン接着剤を用いて耐
熱性樹脂フィルムを接着し、補強することにより、良好な結果を得ることができることを
見出し、本発明に到達した。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従って本発明の目的は、熱伝導性に優れると共に充分な強度がある上、ゴムの粘着性によ
る加圧ツール等への密着がなく、作業性にも優れた耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シー
ト及びその製造方法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の上記の目的は、シリコーンゴムシートの少なくとも一方の面に耐熱性樹脂フィ
ルムがシリコーン接着剤を介して接着されてなる複合シートであって、前記シリコーンゴ
ムシートが、（Ａ）平均重合度が２００以上のオルガノポリシロキサン１００重量部、（



(4) JP 4301468 B2 2009.7.22

10

20

30

40

50

Ｂ）水分を除いた揮発分が０．５重量％以下であるアセチレンブラック０～１５０重量部
、（Ｃ）銀粉、銅粉、鉄粉、ニッケル粉から選択される少なくとも１種の金属粉、亜鉛、
マグネシウム、アルミニウム、珪素、鉄から選択される少なくとも１種の酸化物、ホウ素
、アルミニウム、珪素から選択される少なくとも１種の窒化物、並びに珪素の炭化物及び
／又はホウ素の炭化物から成る群の中から選択された少なくとも一種の熱伝導性付与物質
９０～１,６００重量部、及び、（Ｄ）硬化剤からなり、前記（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の
合計量が９０～１,６００重量部であるシリコーンゴム組成物を成形してなる、１５０℃
で３時間加熱した時の揮発分が０．２重量％以下のシートであることを特徴とする耐熱熱
伝導性シリコーンゴム複合シート、及び、その製造方法によって達成された。
【０００９】
本発明の構成の内、（A）成分である平均重合度２００以上、好ましくは３，０００～２
０，０００のオルガノポリシロキサンは、平均組成式RnSiO(4-n)/2（ｎは１．９５～２．
０５の正数）で表される。式中のＲは置換または非置換の一価炭化水素基を表し、具体的
にはメチル基、エチル基、プロピル基等のアルキル基、シクロペンチル基、シクロへキシ
ル基等のシクロアルキル基、ビニル基、アリル基等のアルケニル基、フェニル基、トリル
基等のアリール基あるいはこれらの水素原子が部分的に塩素原子、フツ素原子などで置換
されたハロゲン化炭化水素基等が例示される。Ｒの０．００１～５モル％、特に０．０１
～１モル％がアルケニル基であることが好ましい。
【００１０】
一般的にはオルガノポリシロキサンの主鎖がジメチルシロキサン単位からなるものあるい
はこのオルガノポリシロキサンの主鎖にビニル基、フェニル基、トリフルオロプロピル基
などを導入したものが好ましい。また分子鎖末端はトリオルガノシリル基または水酸基で
封鎖されたものであればよいが、このトリオルガノシリル基としては、トリメチルシリル
基、ジメチルビニルシリル基、トリビニルシリル基などが例示される。なお、この成分の
２５℃における粘度は３００ｃｓ以上であることが好ましい。また、重合度が２００以下
では、硬化後の機械的強度が劣り脆くなる。
【００１１】
　（Ｂ）成分の、水分を除いた揮発分が０．５重量％以下、好ましくは０．４重量％以下
であるアセチレンブラックは、複合シートの耐熱性及び熱伝導性を向上させるとともに機
械的強度を向上させるだけでなく、シリコーンゴムシートを導電化して帯電防止性を付与
するものである。
【００１２】
　本発明における揮発分の測定方法はJISK6221の“ゴム用カーボンブラック試験方法”に
記載されているものであり、具体的にはるつぼの中にアセチレンブラックを規定量入れ、
９５０℃で７分間加熱した後の揮発減量を測定するものである。
　この（Ｂ）成分の配合量は、（Ａ）成分１００重量部に対して０～１５０重量部、特に
１０～１００重量部であることが好ましく、２０～８０重量部の範囲で使用することが最
も好ましい。１５０重量部以上になると配合が困難になるうえ成形加工性が悪くなる。
【００１３】
　本発明においては、（Ｃ）成分として、銀粉、銅粉、鉄粉、ニッケル粉から選択される
少なくとも１種の金属粉、亜鉛、マグネシウム、アルミニウム、珪素、鉄から選択される
少なくとも１種の酸化物、ホウ素、アルミニウム、珪素から選択される少なくとも１種の
窒化物、並びに珪素の炭化物及び／又はホウ素の炭化物から成る群の中から選択された少
なくとも一種の熱伝導性付与物質を使用する。
【００１４】
　この（Ｃ）成分の配合量は、（Ａ）成分１００重量部に対して９０～１，６００重量部
使用する必要があり、特に９０～１，２００重量部の範囲で使用することが好ましい。１
，６００重量部以上になると配合が困難になるうえ成形加工性が悪くなる。本発明におけ
る（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計配合量は９０～１，６００重量部であり、９０～１，２
００重量部であることが好ましく、特に９０～１，０００重量部の範囲で使用することが
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好ましい。また、耐熱性を重視する場合には、アセチレンブラックの使用量を多くするこ
とが好ましい。
【００１５】
（Ｄ）成分としての硬化剤は、通常シリコーンゴムの硬化に使用されている公知のものの
中から適宜選択することができる。これらの硬化剤の例としては、ラジカル反応に使用さ
れるジ－ｔ－ブチルパーオキサイド、２．５－ジメチル－２．５－ジ（ｔ－ブチルパーオ
キシ）へキサン、ジクミルパーオキサイドなどの有機過酸化物、付加反応硬化剤として、
（Ａ）成分のオルガノポリシロキサンがアルケニル基を２個以上有する場合に対しては、
ケイ素原子に結合した水素原子を１分子中に２個以上含有するオルガノハイドロジエンポ
リシロキサンと白金系触媒とからなるもの、縮合反応硬化剤として、（Ａ）成分のオルガ
ノポリシロキサンがシラノール基を２個以上含有する場合に対しては、アルコキシ基、ア
セトキシ基、ケトオキシム基、プロペノキシ基などの加水分解性の基を２個以上有する有
機ケイ素化合物等が例示され、ラジカル反応及び／又は付加反応で硬化させることが好ま
しい。
【００１６】
これらの添加量は通常のシリコーンゴムの場合と同様にすればよいが、ラジカル反応の場
合には有機過酸化物を（Ａ）成分１００重量部に対して０．１～１０重量部、付加反応の
場合にはオルガノハイドロジェンポリシロキサンのSiH基が（Ａ）成分のアルケニル基に
対して０．５～５モル％となる量及び白金系触媒が１～２，０００ｐｐｍとなる量使用す
ることが好ましい。
【００１７】
本発明においては、更に、このシリコーンゴム組成物に酸化セリウム粉末を添加すること
により更に耐熱性を向上させることができる。この添加量は、（A）成分１００重量部に
対して０．１～５重量部の範囲が好ましく、５重量部を越えると反対に耐熱性が低下する
ことがある。また、この酸化セリウム粉末のBET比表面積は５０ｍ２／ｇ以上の比較的比
表面積の大きなものを用いることが好ましい。
【００１８】
本発明で使用されるシリコーンゴム組成物には、必要に応じてクレイ、炭酸カルシウム、
けいそう土等の充填剤、低分子シロキサンエステル、シラノール基含有低分子シロキサン
等の分散剤、シランカップリング剤、チタンカップリング剤等の接着付与剤、難燃性を付
与する白金族金属系触媒、ゴムコンパウンドのグリーン強度を上げるテトラフルオロポリ
エチレン粒子などを添加してもよい。尚、本発明のシリコーンゴム組成物の配合は、上記
成分を二本ロール、ニーダー、バンバリーミキサー、プラネクリーミキサー等の混合機を
用いて混練りすればよいが、硬化剤は使用する直前に添加することが好ましい。
【００１９】
本発明で使用する耐熱性樹脂フィルムとしては、本発明の熱伝導性シリコーンゴム複合シ
ートが３００℃付近の温度でも使用されるため、高温において機械的強度及び離形性等に
優れている必要がある。従って、ガラス転移点が２００℃以上である芳香族ポリイミド、
ポリアミドイミド、芳香族ポリアミド、ポリエーテルサルホン、ポリエーテルイミド等の
樹脂フィルム、融点が３００℃以上のポリテトラフルオロエチレン（PTFE）あるいはテト
ラフルオロエチレンパーフルオロアルキルビニルエーテル共重合体（PFA）等のフッ素樹
脂フィルムが利用できる。
【００２０】
これらの市販品としては、芳香族ポリアミドとして市販されているカプトン（商品名、東
レデュポン株式会社製）、アピカル（商品名、鐘淵化学工業株式会社製）、ユーピレック
ス（商品名、宇部興産株式会社製）、芳香族ポリアミドとして市販されているアラミカ（
商品名、旭化成工業株式会社）、テフロン（商品名、デュポン・ジャパン・リミデッド製
）、ニトフロン（商品名、日東電工株式会社製）等がある。特に、ガラスクロス等で補強
したタイプのものが強度の面から好ましい。
【００２１】
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更に、カーボンブラックを配合することにより電気伝導性を付与した耐熱性樹脂フィルム
を使用したり、あるいは、酸化アルミニウムや酸化マグネシウム等の熱伝導性粉末を配合
することにより熱伝導性を付与した耐熱性樹脂フィルムを利用することも好ましい。熱伝
導性を付与した耐熱性樹脂フィルムとしては、カプトンMT（商品名、前出）が市販されて
いる。
【００２２】
本発明で使用する耐熱性フィルムの厚さは５～３００μｍの範囲であることが好ましく、
特に１０～１００μｍの範囲であることが好ましい。厚さが薄すぎると、フィルム自体の
機械的強度が小さいため、シート成形時あるいは圧着シートとしての使用中に切断する恐
れがあり、厚すぎると、熱の伝わり方が悪くなり熟圧着が不充分になるという問題が生じ
ることがある。
【００２３】
本発明のシリコーンゴムシートを成形する方法としては、硬化剤までを配合したシリコー
ンゴム組成物をカレンダーあるいは押出し機で所定の厚さに分出してから加熱硬化させる
方法、液状のシリコーンゴム組成物あるいはトルエン等の溶剤に溶解して液状化したシリ
コーンゴム組成物を、キャリアフィルム上にコーティングしてから硬化させ、次いでフィ
ルムから剥離する方法等があげられる。本発明においては、１５０℃で３時間加熱した時
の揮発分を０．２重量％以下、好ましくは０．１重量％以下にするために、高温でこのシ
リコーンゴムシートを熱処理することが好ましい。本発明においては、上記方法で成形さ
れたシートを、乾燥機や連続加熱炉の中で、１５０℃以上の温度で熱処理することが好ま
しい。
【００２４】
このようにして得られたシリコーンゴムシートと耐熱性樹脂フィルムを接着させるに際し
ては、耐熱性樹脂フィルムにプライマーを塗布しておくことが好ましい。またフッ素樹脂
フィルムを用いる場合には、予めナトリウム－ナフタレン溶液等でエッチング処理し、耐
熱性樹脂フィルムに接着性を付与しておくことが好ましい。
【００２５】
　シリコーンゴムシートと耐熱性樹脂フィルムを接着させるために、本発明においてはシ
リコーン接着剤を用いる。このようなシリコーン接着剤としては、接着助剤を添加した、
液状の１液型、２液型、３液型シリコーンゴムや、初期に粘着性があり室温で放置又は加
熱することにより接着する接着用のシリコーンワニスが挙げられる。接着性やコーティン
グ容易性の観点から、特に接着用のシリコーンワニスが好ましい。
【００２６】
本発明においては、耐熱性樹脂フィルムに、ナイフコーター、ロールコーター、リバース
コーター、ドクターナイフコーター等により、シリコーン接着剤を好ましくは１０～５０
μｍの厚さに塗布した後、乾燥しまたはそのままの状態でシリコーンゴムシートをラミネ
ートすることにより、シリコーンゴムシートと芳香族ポリイミド、ポリアミドイミド、PT
FE等の耐熱性フィルムを複合化したシリコーンゴム複合シートを得ることが好ましい。
【００２７】
このようにして成形したシリコーンゴム複合シートの厚さは０．１～１０ｍｍの範囲であ
ることが好ましい。厚さが薄すぎると被圧着体に充分追従できないので圧力のかかり方が
不均一になることがある。一方厚すぎると熱伝導性が悪くなることがある。また使用目的
により耐熱性樹脂フィルムをシリコーンゴムシートの片面に設けるだけでなく、両面に設
けることもできる。
【００２８】
【発明の効果】
　本発明の耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シートは、ゴムの粘着性がない上、耐熱性樹
脂フィルムが貼着されており充分な強度を有するので作業性が良好である。また、揮発分
が０．２重量％以下であるため、熱圧着の際に電極端子部や駆動回路を汚染することがな
い。更にアセチレンブラックを配合した場合には静電気を溜めることがないので、使用時
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のゴミやホコリの付着を防止することができる上、回路に搭載された電子部品を放電によ
って破壊することがない。
【００２９】
【実施例】
　以下、本発明を実施例によって更に詳述するが、本発明はこれによって限定されるもの
ではない。
【００３６】
実施例１．
　（Ａ）成分としてジメチルシロキサン単位９９．８５モル％、メチルビニルシロキサン
単位０．１５モル％からなる平均重合度８，０００のメチルビニルポリシロキサン５０重
量部と、ジメチルポリシロキサン単位９９．５モル％、メチルビニルシロキサン単位０．
５モル％からなる平均重合度８，０００のメチルビニルポリシロキサン５０重量部からな
るベースに、（Ｃ）成分として平均粒子径が４μｍのアルミナ４５０重量部および比表面
積が１４０ｍ2／ｇの酸化セリウム粉末０．５重量部を二本ロールで配合し、混練りして
均一化した。
【００３７】
　このシリコーンゴムコンパウンド１００重量部に対して、塩化白金酸のイソプロピルア
ルコール溶液（白金量：２重量％）０．１重量部、アセチレン性アルコールである３－メ
チル－１－ブチン－３－オール０．０５重量部、および、下式で示されるメチルハイドロ
ジェンポリシロキサン１．２重量部を添加し、二本ロールでよく混練りして硬化性シリコ
ーンゴム組成物を調製し、カレンダーロールにより厚さが０．３ｍｍのシリコーンゴムシ
ートを得た。このシートを２００℃で４時間加熱処理した（１５０℃で３時間加熱した時
の揮発分は０．１２重量％）。一方、KR105（商品名：信越化学工業株式会社製、接着用
シリコーンワニス）１００部にT12（商品名：信越化学工業株式会社製、接着用シリコー
ンワニス用硬化触媒）を３部添加してなる接着剤を、厚さが１２μｍのカーボンブラック
を配合した導電性カプトンフィルムにコンマコーターにより５０μｍの厚さとなるように
塗布し、６０℃の乾燥炉に３分間通してから、圧着ロールを用いて前記シリコーンゴムシ
ートと貼り合わせ、本発明の耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シートを作製した。
【００３８】
比較例１．
　（Ａ）成分としてジメチルシロキサン単位９９．８５モル％、メチルビニルシロキサン
単位０．１５モルからなる平均重合度８，０００のメチルビニルポリシロキサン１００重
量部に、（Ｂ）成分として平均粒子形が４０ｎｍで揮発分が０．１重量％のアセチレンブ
ラック５０重量部、および、補強性シリカAerosilR－972（商品名、Degussa社製）５重量
部を二本ロールで配合し、混練りして均一化した。このシリコーンゴムコンパウンド１０
０重量部に対して、塩化白金酸のイソプロピルアルコール溶液（白金量：２重量％）０．
１重量部、アセチレン性アルコールである３－メチル－１－ブチン－３－オール０．０５
重量部、および、下式で示されるメチルハイドロジェンポリシロキサン１．２重量部を添
加し、二本ロールでよく混練りして調製した硬化性シリコーンゴム組成物をカレンダーロ
ールを用いて加工し、厚さが０．３ｍｍのシリコーンゴム単体のシートを作製した。

【００３９】
比較例２．
　（Ｂ）成分として、平均粒径が３０ｎｍで揮発分が０．７重量％のファーネスブラック
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５０重量部を配合したこと以外は、比較例１と全く同様にして硬化性シリコーンゴム組成
物を調整した。次に、耐熱性樹脂フィルムとして厚さが１２μｍの芳香族ポリイミドフィ
ルム（カプトン：商品名、前出、ガラス転移点３５０℃以上）にプライマーＣ（商品名、
信越化学工業株式会社製）を塗布してから、室温で３０分間乾燥した。
　一方、カレンダーロールを用いて前記シリコーンゴム組成物を厚さが０．３０ｍｍとな
るように分出ししてから、１５０℃で３分間乾燥炉を通してシートを硬化させ、さらに乾
燥機中で、２００℃で４時間加熱して揮発分を除いた。次いで、プライマーを塗布した前
記カプトンフィルムに、シリコーン接着剤としてKE－109A／B（商品名、信越化学工業株
式会社製）をロールコーターにより５０μｍの厚さとなるように塗布した後、前記したシ
リコーンシートをラミネートロールで貼り合わせ、１６０℃の加熱炉の中を５分間通して
、厚さが１２μｍのカプトンフィルムを貼り合わせた熱伝導性シリコーンゴム複合シート
を作製した。
【００４０】
比較例３．
　（Ｂ）成分として、平均粒径が３０ｎｍで揮発分が１．５重量％のファーネスブラック
５０重量部を配合すると共に、耐熱性樹脂フィルムとして厚さが１２μｍの芳香族ポリア
ミドフィルム（アラミカ：商品名、前出、ガラス転移点なし）を用いたこと以外は、比較
例２と全く同様にして厚さが１２μｍのアラミカフィルムを貼り合わせ、熱伝導性シリコ
ーンゴム複合シートを作製した。
【００４１】
比較例４．
　（Ｂ）成分として平均粒子形が４０ｎｍで揮発分が０．１重量％のアセチレンブラック
５０重量部、および、補強性シリカAerosilR－972（商品名、Degussa社製）５重量部を用
い、樹脂フィルムとして厚さが３０μｍのポリフェニレンサルファイドフィルム（ガラス
転移温点９０℃）を用いたこと以外は、比較例２と全く同様にして熱伝導性シリコーンゴ
ム複合シートを作製した。
【００４２】
　実施例１及び比較例１～４で作製したシートのフィルム側を上に向け、その下に厚さが
３０μｍのテフロンフィルム、次に２５μｍピッチの銅電極を設けた2枚のフレキシブル
プリント基板によって厚さが22μmの異方性導電膜をはさんだもの（上下の銅電極の位置
を合わせる）を置いてから圧着機に設置し、340℃に加熱した加圧ツールで４０ｋｇｆ／
ｃｍ2の圧力で２０秒間フィルム側から圧着した。
【００４３】
　この圧着を繰り返し、加圧ツールヘのシートの密着状態、および均一な圧力で異方性導
電膜を加熱硬化させることができなくなるまでの回数を判定した。この回数は上下のフレ
キシブルプリント基板の銅電極間の導通により確認した。結果は表１に示した通りである
。
【００４４】
【表１】

　表１の結果から、本発明の耐熱熱伝導性シリコーンゴム複合シートの有効性が実証され
た。尚、比較例１は１回ごとに加圧ツールにシートが貼り付くので非常に作業性が悪かっ
た。また、耐久テストにおいては、シートの破断により使用不能となった。
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